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高規格幹線道路網の整備効果と役割

国土交通省九州地方整備局資料に基づき試算　現況は令和5年4月現在

災害時の支援路・代替路

南海トラフ地震発生時の救援・支援
・『東九州自動車道』『九州中央自動車道』が九州の経済・復興を
　支えました。

平成28年度熊本地震の復興支援

西臼杵地域（高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町） 県南地域（日南市・串間市）

被災地への支援路

支援拠点（高千穂町・日之影町・五ヶ瀬町）
にボランティア・支援物資を搬送

通行止めとなった九州自動車道の代
替路として東九州自動車道が機能

生乳
福岡・中国地方へ！

キハダマグロ
大阪へ

地震発生8日後
高速バス再開
福岡へ
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五ヶ瀬町Ｇパーク五ヶ瀬町Ｇパーク

TEC-FORCE
活動拠点

五ヶ瀬町の
後方支援拠点

救急医療活動
●第三次救急医療機関への搬送時間の短縮や患者の負担軽
　減に寄与します。

緊急輸送時間の短縮

熊本赤十字病院～高千穂町
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高千穂町～県立延岡病院
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串間市～宮崎大学医学部附属病院
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日南市～宮崎大学医学部附属病院
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安全・安心の確保
●大規模災害発生時には高速道路は救援や物資輸送を担う
　「命の道」となります。

パークドーム
熊本

高千穂
家畜市場

大規模な広域防災拠点

広域物資輸送拠点

支援・救援ルート

最大津波高さ 国土交通省九州地方整備局
九州道路啓開計画（初版）に基づき資料作成

・南海トラフ地震発生時、東九州地域沿岸部は大津波により
　地域が孤立。高速道路が救援・支援ルートとして機能します。
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物流･人流の代替路




